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立川と語ろう立川に生きよう 
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休！!.する木*た％ 


mm 二三夫の秋.多摩 !// C 0、 


花や,檬や 


自然は約來をたがえることを、しない。秋 
深い立川には、それにふさわしい風が吹くも 
のです、菊花の裁りさえほのかに，あなたの 
こころのレンズは、この秋をどのように欉る 
のでしょうか P わが銜 • 立川をこよなく®し 
てやまない*田二三夫さん〈柴埼町3 丁目） 
が、立川の秋によせて話しかけた物 a りは一〇 
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たくさんめ文化. W がここに保存 
されています❶ 

国宝の1六而石柿」は•物外 
和尚の弟 T が寺の安奈と ( S 徒の 
幸椹を»つて立てたもので■他 
に，釈迦牟尼如来坐傲.? f 済寺 
»大方等大隹経等々が争げられ 
ます* 

また，®地の中の首塚(由米は 
不詳》の近くから*明治のはじめ 
に六十》枚の板碑が偶然に堀リ 
出されました。板碑 
は石搭®の 一 種で，緑 
泥片岩のよぅな平板 
石に梵字や仏像など 
を彫り、その傍に紀 
年を刻みます：*贪 • 
室に死者追善、 
生前の逆修供# M 死 
後の冥福をあらかじ 
め生前に仏¥を修して析る> のた 
めに ft 立されました❶出上した 
板碑群も、立河氏一族に眛の深い 
ものと考えられます" ( K . K > 




に少しでも. B 返ししたい」と思い 
ついた •：： 時の! n 店と同時にひつ 
きりなしの米店者が。お ft 時に (i 
ついに列が出米た"お客さんの中 
にはわざわざ«串に乘つて米た人 
もいたが心の21円ラ—メンの味 
に舌鼓をぅつていた”結局この日 
で八百杯のラ—メンが<ルれた” 
先〇上げ金は全部社会福祉 協 m 会 
に*# W したという撤底ぶりが^持 
ち£1い”米年も se 念日にはラ— • 
ンのサ I ビスをするという•( 16 .段 
は•もちろん 22 円だそうだ • 


立川 •歴史のひとコマ 

♦普済寺 • 

柴畸町 一丁〇 の#済存は、嫌 
耔時代初めよりわが立川の地に 
栄えた立河氏の館路といわれて 
います•ここは多摩川を南にの 
ぞむ立; II 段 ft の突端に*リ天然 
の要*の地です。また境内と塞 
地#には高さニメ—トル•長さ 
三〇メ ートルはど 
の土5が今に%リ 
当時の館をしのぶ 
よすがとなつてい 
ます。 

この格式高いお 
寺は，伝によれば 
南北朝時 ft の I 三 
£11•年に立河氏 一 
族の#提寺として立河宮内少柿 
宗恒が逆立， wlli は瞄済宗の高 
倍として名の高い物外河什か U 
&の建艮寺から招かれました日 
物外和尚の坐 m は： a の*- S 文化 
財に道疋されています〇 

接済寺は elta よリ約 I m 紀に 
わたり* t 済寺版と呼ばれる好 
典を TI 1 行•行問に刷り込まれた 
開®肋：8者名とその在所名は • 
当時の立川 ffl 辺の様子を知る ffi 
R - な資料となつています。 

1 ga 米朗、立河氏滅亡のとき‘ 
この寺も兵火にあって炎上し • 
多くの R ® な記 a や®などが说 
失したと思われますが•それで 
も前述の物 H 和尚*像の他にも 


真如苑だよ〇 

朝峡，ひんやりと I た空41 
が 身を ひき描めます。なぜか 
F 1 も S とおせるよぅな、$ 
明 S が B 本の抉にはあるよぅ 
に 思います"典如苑の秋にも 
J 5 L - 非にお出掛けください • 
■日時 11月29日 tB 

午後2時一4時 
■御 本 tt. Atlll 宝物 te をは じ 
めとして映画など盛り だく さ 
んの用意がしてございます* 

_ * 川市民 <成入》 に 限らせ 
て« きます， 

_ お申し込みは •■えくてび あ 
ん *3 ンパ 
f 〆 」 (本 
达を手渡 
してくれ 
た入> r 



•今年はことの il か残费きびしく 
このぶんだと冬になつても ij 
をやつているのではないかと、取 
越し苦労の立川人が^まつて「5 
を閉じる会」を催しました"おかげ 
で•わが立川に秋が到来したとい 
うわけです"ところが掖近は冬捋 
¥の片鱗さえちらほら。#「深秋 
の トビ ッ クス」 をお愉しみくださ 
い**シユミと云つてしまえばそれ 
までですが•こ自分の生活をエン 
ジ** I ィしてゆく作法を知つてお 
られる方々ばかりです•深い£眛 
において•人生の荚力者ではな‘ 
でしょうか • # 今年もでヘスト立 
川人•展 j が®末におこなわれま 
す。少し先の話ですが「米年」で 
はないので鬼の笑いものにはなら 
ないでありましょう••小鸟くる 
午後の n —ヒ—えくてびあん。 

t s 集 }! SOJ 光久太加 * (t 子 _ 山»子 
SFHfliB^e ? 豕沢正払 


所え <てびあん第 28 § 
昭和六十 I 年+ I 月 I 日錢行 
免行所えくてびあん«集工房 
東京«立川市柴蝻町 2-4- H 
ファ<ンビルディング 3 F 
電 K 〇四二五§0082 
«集人立并眷介 
発行人沖 f ?« 興 
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音屋の 奥方が、突如、歌手に 

安藤光子さん( I •士見町 二 丁目 > 

名にしおうキングレコ—ドからシン 
グル 盤が でた。堂々4分:*25秒の演歌で 
あります"その名も r 欠 秘 S / 软うは 
安藤 光子。わが立川から大肷手*生 • 
それのみか、 r R 分で作 3-1 までしてし 
まう；#い©にはれこんで心と心 
を縫いあげた夫 wa も五卜路に 

近い . 」肷1?だけ聴いていると 

何だかオノロケみたいだけど*これが 
1 全国 5 産笼姐合 振興 会」 惟:« !とく 
るから ニクイ* 二 番 r 夢を tt いこむ 
太い針兄てくれこめ指肘の夕 n 
夫》一代 
まごころこ 
めて……」♦ 
来年の 歌 a 
界は美空さ 
んか • 安 係 
i さんか。 

I J 0 

「カテ：>-^0奏団」をひきいる 

松本推隆さん (上砂 一丁目) 

ts 古® 味もここまでくればホンモノ 
であ oi す•いや•松本？んの 場 A . C は 
趣味 どころではない、なにしろ•アノ 
坂東 玉一二郎に見込まれて、 ife 袋•サン 
シャイン 劇場 " II ロミオと ジユり エッ ト, 
では音楽を全面的にまかされたという 
程の力 lit なのである"その音色といつ 
たら •ちょう どシンセサイザ—の反纣 
側の皆とでもいおうか • ft ® のょうな 
クルムホルンののんびりとした 咅 
瑗 かく « しい flr は•そつと眼を とじ it 
ば、そこは もう 中# ml ロァパである。 

そういえば 
松本さん、 
どことなく 
コテン的な 
g してる 9 
牛まれた時 
と塌所 を間 

違えたか“ 

二人だけの「はなさ s-ff し 

岡昌子さん(砂 川 町 六了 I 

s ± 見 wr 団地の広場，群がる子供た 

ちの 歆 内•『おふく人形 ? L . を棟る太 i & 芸 

は二人だけの一座だ。 昨年 四 H に 旗 

提げ • 沔多嗲拔挨芸能研究会の中 



のメンバ—である。好きが！ f じてブ D 
になった。说教®、歌舞伎 S 原形で女 
装の鹿岛轴リなどを te 承0 年半 
で •& 五卜 IH 1 もの公演、牢人形に抿手を 
求めて子供たちは小さな手を差し出す。 
こんな時の交淹かたまらない•と L 
コンクリートの世界に E 族莪が古里が 
住みついてくれたら、と伝わる芸能を 
I 広めること 
に tft 熱を« 

字岡さん、 

その人形を 
釗った Bas 
奥抒さんと 
の人 M がに 
じみでる" 



自転車競技に熱< 

橋 is 一 tk 選手 (栄町 g 丁目) 

総合アジア人会においてゴール寸前 
で落牢•彼は IW 回の«が班ぇたばかり 
であつたぶ苦しく*つてはダメだ，楽し 
く踏まなくちゃ」とソウルの大会*.商 
に涙をのんだ 橋 as 进手のアマチュアと 
しての心意 H だ。一昨年、全日本アマチ 

ュ会二位、* n 裘業51大会 
優|» •十年. f .* りに n 本 M 手が出^して 
話趙を呼んだィタリア人会，アジア D 
I ドレ—ス出^といぅ多? i な記録であ 
る，今姑眭のブ D 界たか、アマチュア 
としてやれるところまでやる！と彼は餓 
骨に金 ft 人 
リの絝体を 
おしての練 
習' 立川肢 
技大全に朗 
冬ふせ/-、來 
年の！3体に 
f 

21 I円ラ—メン、大盛況 

空閑 一 9}さん ( !« 町 -〒 S 

明 町のラ—メン店「讲洲里」は柙すな 
柙すなの太盛況。それもそのはず、改装 

開店とあわせて filj «21 固年念で太つ 

报の空阳？ 

んはこの H 

ラ^—メンを 

一杯21円で 

栊供した" 

「口頃お世 

話になつて 

いるお客様 
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k ,^^ いつもこい n しよ— 

八 to 協和銀行 


「ょぅこそ協和へ」 
街角から 
笑顔のごあいさつ 
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ゆでたての赛昧しいスバゲティをたへ 


てみたくなつたら「はしや j へ行く、当り 
前であります•ゆでたて◊この当り前の 
ことをカタクナに守りぬくには n ンジ a 
I も大事だけれど—それにふさわしいテ 
クニックとケ—ケンがものを云います HV - ィ § */—W 90 O 
素人がマネするものではありません。北 1以¥| ^ 

口 •フ〇厶中武 4 F 02 8 • 2 3^- 


か入 X 
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ゆ* C あがつ fc スバゲ^チザ 

%乎ばや <_WT 备•律3 

v ~ Ktpc パイスが決めて 








